
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）本年度重点的に取り組む独自評価項目（本校の特色）

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し 達成度

（評価） 実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育
　　（郷土愛）

〇佐賀や日本の導き手を育成する
ための地域（家庭）の協働意識の向
上

〇「学校は地域（家庭）と連携して、特色ある教育活動を行っ
ている。」と答える児童を７５％以上にする。

・コロナウイルス感染対策をしながら地域やＰＴＡとの連携を図り、行事の
在り方を模索して計画する。
・地域住民や保護者に学校行事への参加・参画を依頼するとともに、児童
が地域行事に参加しやすいように、地域やＰＴＡからの情報を学校でも伝
える。
・職員も年間３回を目標に、ＰＴＡ・地域行事（夏祭り、文化祭など）に参加・
参画する。

A

・今年度もコロナウイルス感染防止のため、地域住
民の学校行事参加が難しい状況であるが、運動会
やせんだん学級（親子ふれあい活動）、授業参観
等でPTAと連携することができている。特に公民館
巡りはPTAだけでなく、公民館や自治会とも連携で
きた。
・職員のＰＴＡ・地域行事へもできるだけ参加してい
る。

B

・地域住民の学校行事への参加を、何とか形を変えてでも
できないかと模索したが、コロナウィルス感染拡大が収ま
らず、参加が実現しなかった。
・ありがとう集会は行わなかったが、間接交流として、お礼
の手紙とプレゼントを渡した。地域の方からお礼の言葉や
手紙をいただき、来年に繋げることができた。
・職員のＰＴＡ・地域行事への参加もできなかった。来年度
は、今年度よりも少しでも参加ができるように、呼びかけを
行い、意識付けを行っていきたい。

・

主幹教諭
指導教諭
教　頭

○「ほめほめ活動」
〇自己肯定感・自己有用感の高揚

〇「友達のよいところを認め、ほめている。」と答える児童を８
０％以上にする。

・各学級で、帰りの会等を利用して、級友を認め合う。
・給食の時間に「ほめほめタイム」を実施し、全校児童を呼名してほめ合
う。
・計画委員会で「ぽかぽかポスト」を設置し、「友達の善行」「してもらってう
れしかったこと」を募り、紹介する。

A

・給食時間に「ほめほめタイム」を実施し、今のとこ
ろ全校児童の約６２パーセントの児童を「時・場・
礼」の学校教育目標の観点に沿ってほめることが
できている。
・計画委員会は「友達の善行」「してもらってうれし
かったこと」環境委員会は靴が並んでいた学級を
給食時間に放送で紹介し、奨励している。

A

・給食時間の「ほめほめタイム」を実施し、全校の約５分の
４の児童をほめることができた。
・計画委員会はぽかぽかポストを設置し、ほめほめタイム
で毎日「友達の善行」と「してもらってうれしかったこと」を
募って紹介している。
・学校評価において、８４％の児童と８８％の保護者が友
達の良いところを認め、ほめていると答えた。昨年度より友
達の良いところを認め、ほめていると答えた児童の割合が
増えている。

・

指導教諭
教　頭
主幹教諭

○人間形成の土台づくり
〇「時を守り　場を清め　礼を正す」
態度の育成

〇「『時を守り　場を清め　礼を正す』に気を付けて生活してい
る。」と答える児童を９０％以上にする。

・朝の放送、昼の放送の時、「時を守り、場を清め、礼を正す」という言葉か
ら始めることで、常に児童に意識させる。
・「時・場・礼」について放送内容を考えることによって、児童の生活に浸透
させる。

B

・朝の黙想や昼のほめほめの放送で「時を守り、場を清め、礼を正
す」という言葉を言い、常に児童に意識させることができた。
・掃除が昼から朝に変わったが、職員も児童と同じように行動する
ことで、黙想や無言掃除を行うことができている。
・休み時間の戻りが遅い児童が少数ではあるがいるため、職員間
の共通理解と手立てが必要である。

A

・朝の黙想タイムの放送時に「時を守り　場を清め
礼を正す」という言葉から始め、継続して放送する
ことで、児童に意識させることができた。放送の内
容も「時　場　礼」について、児童の日頃の生活の
様子を褒めることで、意識付けができた。

・

主幹教諭
指導教諭
教　頭

（２）共通評価項目（重点４項目）

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し 達成度

（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○児童が自ら進んで学習活動に取り
組む授業の実践

〇「授業中、自ら進んで学習活動に取り組んでいる。」と答え
る児童を８０％以上にする。

・国語科において、児童が目的をもって学習に取り組めるような学習課題
を設定し、「問い」に向かって言葉を根拠に考える授業を実践する。
・すべての児童が自律的に学習に取り組めるよう、業間の過ごし方や授業
の進め方、授業の流れを全校で統一して共通確認して実践する。

B

・全校で授業研究に取り組み、国語の授業
改善を行った。学習課題を中心とした取り組
みによって、児童が目標を明確にもって学
習に取り組むようになった。
・業間の過ごし方など授業への取り組みに
は継続した指導が必要である。

A

・児童アンケートの結果で、「授業中自ら進
んで学習活動に取り組んでいる」の項目が
昨年度より５ポイント上がり、８６％となって
いた。教師の児童の主体性を引き出す授業
づくりへの意識の高まりが、子供たちへの学
習意欲につながっていた。

・

まなび部
山田文
岩橋

〇児童が自ら進んで取り組む家庭学
習の充実

〇「自ら進んで家庭学習に取り組んでいる。」と答える児童を
８５％以上にする。

・自学メニュー表を提示したり、自学掲示板などで友達の自学を紹介したり
して、児童が楽しんで学習できるような内容を提示し、学習意欲を高める。
・家庭訪問で家庭学習の内容や学習時間の目安を保護者に説明し、家庭
との連携を図る。

A

・自学掲示板を設置し、全学年の自学ノート
を見ることができる環境を作ったことによっ
て、自学の仕方の参考になった。掲示するこ
とや賞状などをおくることにより、児童の自
学の意欲を高めることができた。

B

・昨年度からの「自学掲示板」の設置や教室
での自学の紹介によって、自学が定着して
いる。しかし、児童アンケートでは、「進んで
家庭学習へ取り組んでいる」への回答が８１
→６７％と下降している。家庭との連携も含
め、家庭学習への取り組ませ方について検
討が必要である。

・

まなび部
中野
原

●全職員による共通理解と共通実践
●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を
達成した教師を８０％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等により取組の促進
を図る。
・PDCAサイクルを意識した単元ごとの振り返りをもとに、指導の工夫改善
を行う。

A

・長期休業などで、学年ごとにマイプランをも
とに指導を見直し、学年共通した指導や
ワークシートの活用などを行い、教職員間で
お互いの授業を高めあうことができた。

A

・学力状況調査の問題分析や取り組みなど
を通して、児童にどのような力をつければよ
いか考えて、基礎基本を高める指導を、学
年で連携して進めることができた。

・

まなび部
原
髙木

○整理整頓の意識付け
○「進んで履物をそろえている。」と答える児童を、９０％以上
にする。

・靴や上靴、トイレのスリッパは、周りの人のことを考え、そろえるように指
導する。
・委員会の児童や職員で、定期的な靴箱チェックを行い、全校放送で称賛
したり、呼びかけを行ったりする。

B

・毎日の全校放送による称賛を行うことで、ほとん
どの学級で履物揃えを意識することができている。
・トイレの履物揃えの状況を、パワーポイントの資
料にし、学級で履物揃えの啓発を行った。それによ
り、児童の意識も高まり、履物も揃うことが多くなっ
た。

B

・委員会の児童と職員で定期的な靴箱のチェックを
行い、全校放送で称賛をしたり、呼びかけを行った
りすることで、ほとんどの児童が意識を持って履物
を揃えることができた。トイレのスリッパまでは徹底
できていないので、次年度も継続して指導を続けて
いきたい。

・

くらし部
津村
築波

○無言・無音掃除の徹底
○児童が、「無言無音掃除」の必要性を十分に理解し、「話も
せず音も立てずに掃除をしている。」と答える児童を、８０％以
上にする。

・なぜ、「無言無音掃除」を行わなければいけないのか、全ての児童が理
解できるよう、粘り強く指導を行う。
・掃除時間の前には、掃除場所で待ち、始まりとともに黙想をし、心を落ち
着かせて無言無音掃除をするよう指導を徹底する。
・掃除の前後に、全校放送を行うことで、無言無音掃除の意識付けを図
る。

B

・「無言・無音掃除」について，その重要性・必要性を十分
に理解できている児童は少ないと思われる。低学年は「無
言・無音」を意識し，素直に取り組んでいるものの，高学年
（特に男子児童）は指導されたことに対して，改善しようと
いう意識が欠けている。また，学校全体が掃除の基本であ
る「ほうき→ぞうきん」が出来ておらず，総合的な学習の時
間等を活用し，掃除用具の使い方等，基本的な掃除のや
り方を指導・徹底する必要があると思われる。

B

・「無言・無音」掃除については十分に意識ができており，
素直に取り組んでいる。。「ほうき→ぞうきん」という「掃除
の基本」も十分とは言えないものの，日々の指導の結果，
以前と比較すると大きな改善が見られる。しかし，トイレは
高学年になるほど汚れており，何度も指導するも全く改善
が見られない。
・新年度は掃除用具の使い方，掃除の方法を十分に時間
を確保し，指導・徹底する必要がある。

・

くらし部
草場
南

〇「『さん』を付けて友達を呼んでいる。」と答える児童を７０%
以上にする。

・児童の人権を尊重し、教師自らが模範を示したり、「さん」を付けて呼ぶこ
との意義を児童に伝えたりすることで、「さん」を付けて呼ぶことを意識させ
る。
・９月や１１月の月目標に合わせて、「さん」を付けて呼ぶことを意識する週
間を設定する。
・「ほめほめタイム」で「さん」を付けて呼ぶことができている児童を見つけ
てほめる。

B

・9月や11月の月目標の話や帰りの会で振り
返り（ぽ・て・との合言葉）を行うことで、「さ
ん」を付けて友達を呼ぶことを意識させるこ
とができた。
・低学年では「ちゃん」「くん」から「さん」への
移行がスムーズにできている。

A

・児童アンケートの結果では、肯定評価が昨
年度の６１％から７３％へと１３ポイン増え
た。これは、月目標の話や「ぽ・て・と」の合
言葉など、児童が「さんづけ」を行うよう意識
づけを図ってきた成果だと考える。児童の中
で「さんづけ」の輪が学校全体に広がってい
くよう、辛抱強く声掛けを続けることが大切で
ある。

・

〇「目上の人に、『です』『ます』の敬体で話をしている。」と答
える児童を９０％以上にする。

・「時・相手」を視点に置いた指導を維持するとともに、授業中の発表の際
には、必ず返事をし、最後に「です」「ます」を付けることを徹底させる。 B

・授業中の発表の際には、最後に「で
す」「ます」を付けている児童が増えてき
た。今後も「時・相手」を視点においた指
導を継続していく。

B

・児童アンケートの結果では、肯定評価が昨
年度の８６％から８８％へと微増であった。
授業中や大人（来賓、保護者など）に対して
は敬体で話をすることはできているので、学
校外でもできるように指導を継続していく。

・

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

〇「友達と楽しく学校生活を送っている。」と答える児童を９
０％以上にする。

・毎月「こころのアンケート」を実施することで、児童の心の状態を把握し、
いじめの早期発見・早期解決に努める。
・気がかりな児童には個別の対応を継続し、毎月の生指相会議で職員間
の情報共有を図る。
・「Q-Uアンケート」後の研修会を学年ごとに実施し、分析及び具体的な対
応策を考え、今後に生かす。

B

・いじめの早期発見・早期解決に向けて、毎
月の生指相会議で「こころのアンケート」結
果について学年で共通理解を図る時間を設
けた。
・気がかりな児童については職員間で情報
を共有し、学習支援員・生活指導員・ＳＣ・Ｓ
ＳＷ等とも連携を図った。
・11月に2回目の「Q-Uアンケート」を実施し、
各学級の変容を確認した。

A

・児童アンケートの結果では、肯定評価が昨年度
の９４％から９６％へと微増した。毎月の「心のアン
ケート」を基にして、いじめの早期発見、早期対応
を継続し、職員間で情報を共有しながら児童の心
の安定を目指した。
・否定的評価の児童の存在もきちんと受け止め、
気がかりな児童に対しては、今後も継続的な観察
や対話、共通理解の場を設けていく。

こころ部
近藤
中島
北島
井上

●「『早寝早起き朝ごはん』を意識して生活している。」と答え
る児童を、休日を含め８０％以上にする。

・「すこやか点検」で、項目に「１０時までに就寝」「決めた時刻までに起き
る」「朝ご飯を食べる」を入れ、集計をとる。
・保健便り、給食便り等で、早寝早起き朝ごはんの大切さを呼びかける。
・「食に関する指導の年間計画」に基づき、各学年の実態に応じた指導を
行う。

B

・５年生対象の「健康に関する意識調査」で、食事
では95％、睡眠では97％の児童が大切と回答して
いるものの、すこやか点検の結果では、全校で「朝
食摂取」が96％、「10時までに就寝」が79％と低
い。特に高学年の児童で就寝時刻が遅くなる傾向
がみられるので、今後もすこやか点検を継続し、規
則正しい生活を意識できるようにする。

B

年３回のすこやか点検の結果、「早寝」「朝食摂取」
については、目標の80％を上回ったが、「10時まで
に就寝」については、70％台であった。メディア機
器の長時間の使用が睡眠不足の原因の一つとし
て考えられるので、今後、メディアの使い方につい
ても指導をしながら、すこやか点検を継続していき
たい。

・ からだ部
福田
森
川原
宮島

〇「高小流あいさつ」を習慣付け、学校や地域（家庭）でも、
「時と場に応じて、『立ち止まって、お辞儀をして』あいさつをし
ている。」と答える児童を８５％以上にする。

・毎朝、計画委員会で「あいさつ運動」を実施し、毎日、給食時間に「あいさ
つ名人」を紹介する。
・全校朝会で「高小流あいさつ」を紹介し、学期始めに、「あいさつ名人」を
発表し、「あいさつ名人バッジ」と賞状を与える。
・「めざせ！あいさつ名人」のポスターを作成・掲示し、日頃から意識できる
ようにする。

B

・計画委員会で，あいさつの取り組み状況を把握し，
紹介できている。
・「めざせ！あいさつ名人！」ポスターの掲示を行っ
た。
・1学期末に，あいさつ名人を発表し，あいさつ名人
バッチと賞状を贈った。
・職員による「あいさつ運動強化週間」を行い，職員の
あいさつに対する意識が高まった。
・代表委員会であいさつをよりよくする提案を児童が行
い，全校児童で話し合う機会を設定した。

B

・「時と場に応じて、『立ち止まって、お辞儀をして』あい
さつをしている。」と答えた児童が75％となった。
・月始めの「あいさつ強化週間」や各学級での指導に
より、あいさつへの意識を高める取り組みを行ったが、
あいさつの意識に個人差が見られた。
・児童だけでなく、職員も一緒になり、学校全体であい
さつをして、気持ちの良い学校生活にしていこうという
雰囲気づくりをすることで、地域でのあいさつにつなげ
ていきたい。

・

からだ部
富永
村田

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限（月45
時間、年間360時間）を遵守し、勤務時間を意識した働き方を
定着させる。

・部会業務の分掌とともに、学年主任と各専門部部長の分離やミドルリー
ダーとしての重責化を促進し、業務の平準化を図る。
・士気を高めて児童と向き合うために「成績２期制」を継続実施し、評価時
期には約１７日間の特別校時を設定する。
・会議数（時間）や協議内容を精選するとともに、学年主任や専門部長を
中心とした業務等の役割分担による教材・資料の共有化を進め、時間外
在校等時間の減少を図る。
・退勤時刻の上限（月～木曜日２０：００、金曜日１８：００）を設定し、退勤時
刻までの時間を効率的に活用するという意識化を図る。

B

・学年主任と各部会長を分離したことで、全体提案と学年
内提案が明確になり、業務に集中して取り組むことができ
た。
・成績2期制と評価時期の特別校時を7日間設定したこと
で、成績処理や学級事務等の負担感が軽減した。
・５者会、４部（長）会、学年会は毎月開催することができ
た。しかし、縦軸としての学年主任会を定期的に開くことが
難しかったために課題（解決）の共有化が十分に図れず、
学校運営がやや滞ってしまうことがあった。今後改善をし
ていきたい。
・20時退勤を上限目標とし、金曜日（リフレッシュデー）は
18時退勤とした。主幹教諭や管理職が声かけ等を積極的
に行うことで意識化が図られ、11月までの時間外在校等
時間の月平均が42.6時間であった。（R２は、44.7時間）

B

・学年主任と各部長会の業務（役割）分離により、効率化を図
ることができた。校務分掌や行事内容等の情報共有を密に
行ったことで全体の動きがスムーズになり、連携強化につな
がった。
・成績２期制により、評価時期の特別校時を前期５日間、後期
１２日間設定したことで、成績処理や学級事務等の負担感が
軽減し、限られた時間を有効に活用することができた。
・５者会、４部（長）会、学年会はほぼ毎月開催することができ
た。しかし職員会議での連絡事項と協議事項の区別が十分で
はなく、時間内に議案を消化することが難しかった。議案の精
選と集中的に協議すべき項目を明確にして運営していきたい。
・12月～2月までの時間外在校等時間の月平均が35.3時間、3
月を除く年平均が38.9時間であった。昨年度よりも3時間程度
減少傾向にはあるが、個人差も大きい。「今すべきこと」をしっ
かり把握した「時間」と「体調」の自己管理を推奨していきた
い。

・

教　頭
主幹教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●健康・体つくり
　　　【基盤】 ●望ましい生活習慣の形成

●学力の向上
　　　【時】

●児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

●心の教育
　　　【場・礼】

具体的取組

３　本年度の重点目標
「郷土愛の育成」「ほめほめ活動の推進」「『時を守り　場を清め　礼を正す』の徹底」が本校の特色である。これらの特色をより強固にしながら、ますます『えがお　かがやく　高小の子供』を育てる。

〇「時を守る」・・・「時間を守る」　　〇「場を清める」・・・「整理整頓をし、清潔にする」　　〇「礼を正す」・・・「相手を尊重し、礼儀正しくする」　　〇「時・場・礼」の基盤・・・「早寝早起き朝ごはん」「高小流あいさつ」

学校名 佐賀市立高木瀬小学校

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者中間評価 最終評価 学校関係者評価

こころ部
伊東
近藤
山﨑

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価では、１４項目のうちＡ評価は４項目、Ｂ評価は１０項目であったが、最終評価では、Ａ評価は６項目となり、２項目が増える結果となった。また、中間評価から最終評価への推移を見ると、B評価⇒A評価が４項目、逆にA評価⇒B評価が２項目であった。全体的に高評価が増えたことは、教職員が中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする教職員の意識化と具体的な改善（強化）
策が図られたためと考える。児童の現状を真摯に振り返り、「今、何ができるか」「どのように取り組むべきか」ということについて、全職員が期待（熱意）と危機感を明確にもって各部会提案を協議・実践した効果が現れたといえよう。
・国語科の校内研究に熱心に取り組むことで、児童の主体性を引き出すための授業（指導法の工夫）に積極的に取り組むことができた。まなび部会を中心とした提案をはじめ、各学年の核となる経験豊富な教員が、同学年の若手教員にノウハウを丁寧に伝えたことで、児童の学力や学習意欲の向上に大きく貢献した。
・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着している。しかし、毎年多くの教職員が異動する中で、その伝統を受け継ぐことがやや難しくなっている事実もある。児童の良き模範となるべき教職員が、自ら「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」を実行する姿を示すことは、児童に大きな影響を与える。「児童に指導をする」という考えではなく、「児童と一緒に育つ」と
いう意識の変化（強化）を今後も更に図っていきたい。
・学校生活ではある程度達成できている「自主学習」「履物そろえ」が、家庭生活ではなかなか実践できていない。特に「自学」を主とした家庭学習については達成率が大きく下降している。学校での取組内容について、学級・学年・学校だよりをはじめ、さまざまな機会を捉えて、より多く・より詳しく保護者に対して情報発信を行い、理解と協力を得ることが必要である。また、コロナ禍で実現が困難だった
PTA活動（各種行事、役員会、専門部会など）の場でも、積極的に学校の取組方針や内容について周知徹底を図っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・中間評価では、１４項目のうちＡ評価は６項目、Ｂ評価は８項目であったが、最終評価では、Ａ評価は８項目となり、２項目が高評価となった。中間評価での取組反省を生かして、現状を変えようとする教職員の意識化と具体的な改善（強化）策が図られたためと考える。提案する部会単独での努力ではなく、チームとして全職員が取り組むことの大切さを実感でき

た。

・本校の特色である「無言・無音掃除」「高小流あいさつ」は、良き伝統・習慣として定着している。また、国語科の校内研究として１年目であったが、教材研究に熱心な教職員が多く、学び部提案を基にした授業作りを積極的に取り組んだことで、児童の学力向上に大きな成果を得ることができた。

・学校生活ではある程度達成できている「自主学習」「履物そろえ」が、家庭生活ではなかなか実践できていない。また、相手を尊重した「さん付け」は、児童・保護者とも評価が低い傾向にあった。学校での取組内容について、より多く・より詳しく保護者に対して情報発信を行い、理解と協力を得ることが必要である。今後は「いつでも・どこでも・だれにでも」を

キーワードとして位置づけ、学校・地域・保護者が取組を共有できる体制を強化してきたい。

２　学校教育目標
えがお　かがやく　高小の子供

～「時を守り　場を清め　礼を正す」～

重点取組


